ハンドマイクスポット (参考例)　　　　　　　２０２０年７月１５日　党島根県委員会
党創立９８周年、ともに新しい日本、新しい世界を
みなさん、こんにちは。日本共産党の○○○○事務所です。
１４日、豪雨により江の川が氾濫し、江津市、川本町、美郷町などで住宅への床上浸水など大きな被害が出ています。あいつぐ豪雨により県内各地で土砂災害が発生しているほか、九州をはじめ全国で多数の死傷者が出ています。被害にあわれたみなさんに心からお見舞い申し上げるとともに、日本共産党は被災地の救援、復旧に全力でとりくみます。江の川氾濫の被災地にも、日本共産党の尾村利成、大国陽介両県議、むこせ慎一衆院島根２区予定候補がただちにかけつけ、災害復旧に全力をあげています。豪雨災害の救援募金もよびかけています。ご協力をお願いします。
みなさん、新型コロナの感染者が再び急増しています。ところが安倍政権は、実態もつかまないまま、「ゴー・トゥー・キャンペーン」を前倒しするなど、まともに対策をとろうとしていません。政府は「医療体制はひっ迫していない」などと繰り返しますが、感染者が急増すれば、たちまちひっ迫することは目に見えています。医療現場はいまでも働く皆さんの献身的な努力で支えられていますが、「がんばってもボーナスが出ない」「器具も十分でない」などの深刻な実情があります。日本共産党は、政府にたいして、感染再拡大への本気の備えに全力をあげるよう、つよく求めます。

感染拡大防止と経済活動再開を両立させていくための最大のカギは、ＰＣＲ検査の抜本的な拡充です。経済界からも、「消費者が安心して消費するためにも、企業が安心して投資をするためにも、検査が必要」という意見が出されています。

入院・外来を含めた医療体制の強化と、経営難に直面している医療機関全体への抜本的な財政支援も急務です。営業や暮らしへの補償も、いっそうの拡充と継続が必要です。

日本共産党は、こうした立場で、ひきつづき積極的な提案をおこなっていきます。新型コロナでお困りのこと、ご心配なことがありましたら、何でも日本共産党にご相談ください。
みなさん。

昨年の参院選で、広島の河井元法相夫妻が、地元の首長、議員などに総額２９００万円を提供した巨額の買収疑惑で起訴されました。河井克行容疑者は、安倍首相の名前を示すなどして現金を渡していました。河井容疑者と安倍首相が会談したのちに１億５千万円ものお金が自民党本部から河井容疑者のもとへ振りこまれていました。安倍首相自身に「買収目的交付罪」の疑いが浮上しています。安倍政権、自民党の責任はきわめて重大です。
この問題では、野党が一致して、河井夫妻の議員辞職を求め、国会で徹底究明することを求めています。
日本共産党は企業献金も政党助成金も受け取らない、清潔な政党です。「汚いお金で動かされる政治」をおおもとから変えるため、市民と野党との共同、広範なみなさんとの共同をひろげて力を尽くします。
みなさん。日本共産党は１５日で党創立９８周年を迎えました。コロナ危機のもと、なぜ医療現場が大変になっているのか。大本には、自民党が長年にわたって医療費削減をすすめてきた、新自由主義のゆがみがあります。いま世界各地で「新自由主義は間違っていた」と、コロナ後の新しい世界を求める動きがわきおこっています。日本共産党は、政治のゆがみを大本から正すとともに、ジェンダー平等をすすめる党、豊かな未来社会を展望する党です。格差の拡大や地球環境問題をもたらした資本主義をのりこえ、人間による人間の搾取もない、抑圧も戦争もない、真に平等で自由な人間関係からなる豊かで壮大な可能性をもった共同社会をめざしています。いま日本共産党は党員を増やす「特別月間」にとりくんでいます。ぜひこの機会に日本共産党の綱領をお読みいただき、ご一緒に新しい日本、世界を作っていくことをよびかけます。
日本共産党の「しんぶん赤旗」は、いまの政治の問題点や、新型コロナウイルスの感染予防策、政府がとりくむべき対策などをわかりやすく伝えています。ぜひお読みください。毎週発行の「しんぶん赤旗」日曜版は月９３０円です。「しんぶん赤旗」日刊紙は、毎日自宅にお届けします。日本共産党の「しんぶん赤旗」のご購読を重ねてよびかけて、訴えを終わります。
